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３つの基盤の運用を支える人の基盤
2研究データ管理
研究データ管理とは
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RDM: Research Data Management
ある研究プロジェクトにおいて使用された、
あるいは生成されたデータの組織化、構造化、
保存、共有、公開、再利用に関する一連の作
業を指す言葉
研究推進
（オープンサイエンス）
研究倫理
（研究公正）
トップダウンとボトムアップ
政府・研究資金配分機関・学術機関・出版社の政策／方針（ポリシー）
• 公的研究資金を受けた研究成果（論文とデータ）の公開
• 論文のエビデンスとなったデータの10年保存と開示義務
• 産学連携・市民科学の推進と国際競争力の強化
研究者／コミュニティ
・データを公開することによる研究成果の信憑性の向上
・過去の知見の再利用
・研究成果の保全
・研究活動の効率化
・分野融合型研究の加速
研究データ管理
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オープンサイエンス（国内の政策）
• 2013年6月
• G8科学大臣会合における研究データのオープン化を確約する共同声明（日本
も調印）
• 2015年3月
• 内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」報告書
• 2016年1月
• 第5期科学技術基本計画⇒知の基盤の強化向けてオープンサイエンスを推進
• 2016年2月
• 科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会「学術情報のオープン化の
推進について（審議まとめ）」
• 2016年7月
• 日本学術会議 オープンサイエンスの取組に関する検討委員会「オープンイ
ノベーションに資するオープンサイエンスのあり方に関する提言」
• 2017年6月
• 科学技術イノベーション総合戦略2017「オープンサイエンスの推進」
• 2018年6月
• 内閣府「統合イノベーション戦略」
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国内の研究助成機関の動向
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機関名 方針策定状況
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（AMED）
• 「疾病克服に向けたゲノム医療実現化プロジェクト」及び「難病克
服プロジェクト」ゲノム医療実現のためのデータシェアリングポリ
シー（2016.4）
• 2018.5.1以降にAMEDが新規公募する事業について、データマネジメ
ントプランの提出を義務化（2018.3）
国立研究開発法人
科学技術振興機構
（JST）
• 「オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関するJST
の基本方針」策定（2017.4）
• 「戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施方針」
（2016.2）に基づき、データマネジメントプランの提出を要求
経済産業省
産業技術環境局
• 「委託研究開発におけるデータマネジメントに関する運用ガイドラ
イン」策定（2017.12）
• データマネジメントプランの作成を要求
独立行政法人
日本学術振興会（JSPS）
• 「論文のオープンアクセス化に関する実施方針」策定（2017.3）
• データに関する方針は未定
＊データマネジメントプラン（データ管理計画書）の提出を要求
Elsevierの研究データガイドライン
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オプション ガイドライン
A
• 研究データを適切なデータリポジトリにデポジットし、このデータ
セットを論文中で引用することを推奨する。
B
• 研究データを適切なデータリポジトリにデポジットし、このデータ
セットを論文中で引用し、それにリンクを設定することを推奨する。
• できない場合には、研究データが共有できない理由を記載する。
C
• 研究データを適切なデータリポジトリにデポジットし、このデータ
セットを論文中で引用し、それにリンクを設定することを要求する。
• できない場合には、研究データが共有できない理由を記載する。
D
• 研究データを適切なデータリポジトリにデポジットし、このデータ
セットを論文中で引用し、それにリンクを設定することを要求する。
E
• 研究データを適切なデータリポジトリにデポジットし、このデータ
セットを論文中で引用し、それにリンクを設定することを要求する。
• 査読者は、出版に先立ち、データをレビューすることが求められる。
Elsevierが出版するジャーナルは、以下のガイドラインのいずれかに従う
https://www.elsevier.com/authors/author-services/research-data/data-guidelines
Wileyの研究データ共有ポリシー
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データの利用
可能性に関す
るステートメ
ント
データ共有 データ査読 Wileyジャーナルの例
データ共有を推奨 任意 任意 任意
データ共有を期待 必須 任意 任意 British Journal of Social 
Psychology
データ共有を義務化 必須
必須 任意
Ecology and Evolution
データ共有とデータ
査読を義務化
必須 必須 必須
Geoscience Data Journal
American Journal of 
Political Science
https://authorservices.wiley.com/author-resources/Journal-Authors/open-access/data-sharing-citation/data-sharing-policy.html
Springer Natureの研究データポリシー
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https://www.springernature.com/gp/authors/research-data-policy/data-policy-types/12327096
タイプ ポリシー概要 ジャーナル例
タイプ1
データ共有とデータ引用を推奨する Photosynthesis 
Research
タイプ2
データ共有とデータ共有の証拠の提示
を推奨する
Plant and Soil
タイプ3
データ共有が推奨し、データの利用可
能性に関するステートメントの提出を
要求する
Palgrave 
Communications
タイプ4
データ共有、データ共有の証拠の提示、
データの査読を要求する
Scientific Data
Springer Natureが出版するジャーナルは、次のポリシーのいずれかを採用
＊タイプ２、３、４は、データを利用できる場所についての情報（データセットへのハイパーリンク
など）を提供する「データの利用可能性に関するステートメント」の提出を推奨または要求
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研究データ管理サービス
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研究データ管理は、基本的
に研究者自身が行う
ものだが．．．
研究者の意識（海外調査より）
Practical challenges for researchers in data sharing, 
Springer Nature. 2018. 
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.5971387
全世界の7,700名の研究者を対象とした調査
76%の回答者がデータの発見可能性を
高めることが重要だと回答
データ共有のための課題
・利用可能な形でデータを整理（46%）
・著作権やライセンスが不明確（37%）
・利用可能なリポジトリが不明（33%）
・データを登録する時間がない（26%）
・データ共有のコスト（19%）
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研究者の意識（国内調査より）
池内有為、林和弘、赤池伸一「研究データ公開と論文のオー
プンアクセスに関する実態調査」, NISTEP RESEARCH MATERIAL, 
No.268, 文部科学省科学技術・学術政策研究所.
http://doi.org/10.15108/rm268
上記調査報告書，p. iv より引用
人材，時間，資金が不足
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研究データ管理サービスとは？
研究データのライフサイクル（生
成→加工→分析→保存→公開→再利
用→生成）全体を対象として
研究支援スタッフ（図書館員、
URA、ICT技術職員等）が研究者に
提供する一連のサービス
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The UK Data Archive
http://www.data-archive.ac.uk/create-manage/life-cycle
RDM Support - basic training course for information specialists
http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1285313
を元に加工・作成
生成
加工
分析
保存
公開
再利用
研究データのライフサイクル
大学における研究データ管理サービスに
不可欠な4つの取組み
組織体制作り
大学としての研究データポリシーの策定
基盤的なシステムの整備
人材育成
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人材育成
教材の開発
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研究データタスクフォース
事例調査
類型化
構成要素
日本語版構成案
海外の教材
日本語版教材を作ろう！
国立情報学研究所（NII）
＋
第1弾教材
『オープンサイエンス時代の研究データ管理』
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受講者数 修了率
オープンサイエンス時代の研究データ管理 2,305 25%
gacco講座平均 4,145 15%
• 教養や話題性の高い内容の講座が多いなかで、当初は800人前後の受講者数を見
込んでいたが、予想を大きく上回り2,305名の受講者が登録
• MOOCの修了率は世界的に10%台であるなか、非常に高い修了率で講座を終了
• 基礎編
• JPCOARサイトにてスライド公開
（2017 年6月）
http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/
• JMOOC/gaccoで開講（2017年11月
～2018年1月）
講義動画はNIIサイトで公開
https://www.nii.ac.jp/service/jmoo
c/rdm/
第2弾教材
『研究データ管理サービスの設計と実践』
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• 研究支援職員（図書館員、研究支援職員（URA）、
技術スタッフ等）のための教材
• 研究プロセス（研究前、研究中、研究後）に沿っ
て、具体的なサービスの設計と実践について学ぶ
• JPCOARサイトにてスライド公開
（2018年8月）
http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/
• NIIが開発中の新オンライン学習プラッ
トフォーム（学認LMS）から公開予定
構成と内容
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章 内容
第1章：序論 研究データ管理に関する基礎的な知識を学ぶ
• 研究データ管理とは何か
• 研究データ管理の重要性が増している背景
• 研究データ管理サービスとは何か
第2章：サービス設計 自機関の実情に合ったサービスを設計するために必要なことを学ぶ
• 組織づくりや機関としての戦略やポリシーの立案
• Data Asset Framework（データ資産フレームワーク）の活用法
第3章：研究前の支援 研究者が研究を開始する前段階で、どのような支援が求められているかについて学ぶ
• 研究者が遵守すべきポリシーとは何か
• 研究資金配分機関等が求めるDMP（データ管理計画）の作成支援
第4章：研究中の支援 研究者が研究を実施している最中に求められる支援について学ぶ
• 研究データの種類とセキュリティポリシーの関係
• データの保存と機関の役割
• 利用可能なデータの発見方法
• データの分析や可視化の支援方法
• 論文発表の際に必要とされるデータの取扱い
• データ管理計画の見直し
第5章：研究後の支援 研究終了後に、得られたデータを公開することについて学ぶ
• データの公開前に確認すべきこと
• データの公開場所としてのデータリポジトリの選定
• 公開するデータに付与すべきメタデータ、識別子、ライセンスなど
第6章：日常的な支援 日常的な研究データ管理サービスについて学ぶ
• 研修の実施方法
• ポータルサイトの構築と提供すべき情報
• 窓口業務の実施体制
• 広報のための資料作成やアドボカシー活動の展開方法
人材育成のための共通基盤
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前処理 ログ保存
Moodle
MongoDB
xAPI
Statements
IMS Caliper
Event 
Store
PostgreSQL
ログ抽出
&
仮名処理
Dashboard 
Learning Analytics
A
P
I
LRS
学習ログの標準化
受講機関へのフィードバック
学習ログ解析チーム
学認LMS
• 機関として受講者を管理できる学習環境を整備
• コンテンツの改善や受講機関に適切な情報提供ができるように、受講状
況の分析システムを導入
• RDMに関する人材育成を共通基盤でサポート
受講完了
バッジ管理
新教材の試用プロジェクト
• 趣旨
• 新教材の正式な提供に先立ち、複数のモニター機関を募り、一定期間試験的に使用して
もらい、教材コンテンツ、システム、運用方式等について意見を集約し、教材の改善に
資する
• 試用期間
• 2018年8月27日～10月12日
• 参加機関
• 北海道大学、旭川医科大学、東北大学、筑波大学、千葉大学、東京大学、新潟大学、信
州大学、京都大学、九州大学、鹿児島大学、早稲田大学、東邦大学、津田塾大学、国立
情報学研究所、国立極地研究所、国立環境研究所、森永乳業株式会社（全18機関）
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職種 人数 割合
研究者 16 11%
研究支援職員（URA等） 20 14%
図書系職員 83 58%
技術系職員 7 5%
事務系職員 9 6%
大学院生 1 1%
学部生 0 0%
その他 6 4%
合計 142 100%
アカウント発行数 168
コース登録者数 142
コース登録率 85%
コース登録者数 142
確認テスト修了者数 83
修了率 58%
受講者からの意見（教材コンテンツ）
肯定的な意見
• 研究の流れに沿って、求められる支援業務を網羅的かつ体
系的に把握できた。
改善すべき点
• 研究データ管理のメリットを研究者に説明するための資料
がほしい。
• 事例が海外のものばかりで、国内の事例がない。
• 全体の分量が多すぎる。
• 概念の理解には有用だが、実際の業務に落とし込む際には
あまり参考にならない。
• データ管理計画やメタデータのサンプルがあるとよい。
• 受講者の職制やレベルに応じて、自分が学ぶべきコンテン
ツを見つけるための索引（インデックス）があるとよい。
• 各章の概要をまとめた全体のレジュメ（概要）と用語集が
ほしい。
• 理解度確認テストの設問や問題文を見直してほしい。
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受講者からの意見（動画）
肯定的な意見
• 内容がグラフィカルに上手くまとめられていた。
改善すべき点
• 各章各節の動画時間を表示するとよい。
• 倍速再生機能がほしい。
• スクリプトの読み上げ速度が遅く、音飛びがある。
• スクリプトを表示してほしい。
• 10分を越える動画は長い。
• 各動画の終わりで、「もう一度見る」、「次に行く」の選
択ができるとよい。
• 各章冒頭のBGMの高音部が気になる。
• 概要のキャラクターは必要なのか疑問。
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受講者からの意見（LMS）
肯定的な意見
• 使い勝手、インターフェイスは全般によくできていた。
改善すべき点
• 成績や進行度をもう少し簡易に確認する方法があるとよい。
• ボタンやリンクの説明がわかりにくいので、日本語の洗練
度を高めてほしい。
• ログイン関連の機能を改善してほしい。
• ディスカッションボードを活性化するための工夫が必要。
• スクリプトがダウンロードできるとよい。
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今後の予定
• 2018年11月～12月
• モニターアンケート結果の取りまとめ
• 受講ログ分析
• 2019年1月～3月
• 教材コンテンツと学習管理システムの改修
• 運用方式の検討
• 2019年4月以降
• 「研究データ管理サービスの設計と実践」試験提供
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データライブラリアンのスキル標準
（コンピテンシー）の策定
データライブラリアンの育成
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スキル標準
（コンピテンシー）
シラバス 教材作成
講座（研修）試験資格認定
データライブラリアンとは？
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RDM支援サービスの全てを提供する
スーパーライブラリアン
ライブラリアンや学内関連部門の職員が
集合的に提供する機能の総称
スキル標準策定のための手法
• 文献調査
• データライブラリアンのコンピテンシーに関する海
外文献（約20本）
• 国内の関連職種のスキル標準に関する資料調査
• データサイエンティスト・スキルチェック
• アーキビストの職務基準書
• 知的人材スキル標準
• URAスキル標準
• 既存のRDM教材の調査
• 海外の約10の教材
30
スキルのサンプル例
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大項目 小項目 必要なスキル 対象職種 レベル
データ公開 リポジトリの
選択
• 機関リポジトリ、分野リポジトリ、汎用リポジトリに関する知識
• Core Trust Seal等のリポジトリの認証に係る知識
• 研究助成機関や出版元が指定するリポジトリに関する知識
• 機関のポリシーとの整合性について理解する能力
研究者/図
書系職員
発展
データの選択・
変換
• リポジトリで公開すべきデータを選択する能力
• 選択したデータのフォーマットを、リポジトリが定めるフォーマッ
トや再利用しやすいフォーマットに変換する技術
研究者
/URA/図書
系職員
応用
メタデータ付与 • メタデータ付与の意義について理解する能力
• メタデータ標準に関する知識
• 分野に特化した専門的なメタデータを付与することに関して、ト
レーニングツールの情報提供や入力支援を行う能力
研究者/図
書系職員
発展
識別子取得・
付与
• データの利活用における識別子の意義について理解し、説明する能
力
• DOI取得の手順を理解し、実際にDOIを付与する能力
• ORCIDの概要を理解し、登録方法や活用方法等について情報提供や
支援を行う能力
• ORCID登録を義務化している出版社等の情報を把握し、それを提供
する能力
図書系職員 基礎
ライセンス付与 • データの法的位置づけ（著作権との関係等）やライセンスの役割に
ついての理解
• データ付与できるライセンス（Creative Commons LicenseやOpen Data 
Commons等）とその概要（付与条件等）を理解し、最適なライセン
スを推奨する能力
• 保存先のリポジトリが指定するライセンスを確認する能力
• 契約との整合性について確認する能力
研究者/図
書系職員
発展
スキル標準の活用
• 教材との連携
• スキルと関連付けて、教材を分割し、マイクロコンテンツ化
（モジュール化）
• マイクロコンテンツを自由に組み合わせて、教材のカスタマイ
ズ（基礎編、図書系職員編、データ公開編. . .）
• 各機関における人材育成の際の指標・ガイドライン
• 資格認定の際の達成基準
•
•
•
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研究データ管理と大学図書館
エジンバラ大学のRDMサービス
34
データライブラリアンを中心とした研究データサポートチームが
4つのサービスで研究者を支援
（研究前） （研究中） （研究後）
DMP作成ツール
ストレージ
バックアップ
ラボノート管理
共有・公開
長期保存
オンライン教材
リテラシー教育
トレーニングコース
（教育・育成）
http://www.ed.ac.uk/information-services/research-support/research-data-service
欧州の研究図書館における
研究データサービス
• 3分の2の館長が図書館は
研究データサービスを提
供すべきと強く主張
• 77%が研究データサービ
スに関する学内議論に参
加
• 41%が研究データサービ
ス方針を策定済み
• 91%が学内組織と連携
• 60％が研究データの損失
は将来の学術研究に危機
をもたらすと考えている
• 39%がデータストレージ
を提供
35
https://libereurope.eu/blog/2016/10/13/research-data-services-europes-academic-research-libraries/
LIBER（欧州研究図書館連合）に所属する119の研究図書館を対象とした調査
具体的なサービス
36
• 研究データサービスに関する学内の議論
に参加（77％）
• 研究データサービスのポリシー策定に参
加（66％）
• 研究データサービスのトレーニング
（54％）
• データ管理計画に関する相談対応
（46％）
• メタデータ標準に関する相談対応
（44%）
（コンサルティング）
• システムに関する技術的なサポートを提
供（38%）
• リポジトリに登録可能なデータ/データ
セットの特定（26%）
• データ/データセットのメタデータの作
成・変換（26%）
（技術的なサポート）
• 会議やワークショップへの参加支援
（78%）
• 研究データ管理サービス関連のコースの
受講支援（60%）
• 専門家のワーキンググループへの参加支
援（59%）
• 館内でのワークショップ開催（47％）
（能力開発の機会提供）
• 学内
• ITセンター（72%）
• 研究オフィス（65%）
• 学外
• 他大学（61％）
• 他の非営利組織（36%）
（連携）
Tenopir, C. et al., (2017). Research Data Services in European Academic Research Libraries.
LIBER Quarterly. 27(1), pp.23–44. DOI: http://doi.org/10.18352/lq.10180
国立大学図書館協会の調査
• 国立大学図書館協会加盟92館を対象に調査（回答
は80館）
• 「研究データについて」
• 「図書館に期待される役割として考えられること」
（設問6（7））
• 14館が何らかの役割を回答
• 66館は回答なし
37
国立大学図書館協会オープンアクセス委員会．「オープン
アクセスへの取り組み状況に関する実態調査」報告書
（2017年3月）
https://www.janul.jp/j/projects/oa/OA_report_201703.pdf
Elsevierと研究ワークフロー
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先行研究調査
資金確保
実験・解析
新たな研究成果
論文執筆
投稿
出版
アウトリーチ
評価・分析
文献データベース
文献データベース
文献管理ツール
ワークフローツール
デジタル実験ノート
研究データ管理
論文執筆・投稿支援サービス
プレプリントサーバ 機関リポジトリ
出版プラットフォーム
機関リポジトリ
研究分析ツール
業績データベース
研究成果評価分析ツール
「私たちは実験から論文発表まで科学者の日常のワークフロー全体を支援する」
（エルゼビア・ジャパン、アンデシュ・カールソン副社長）（日本経済新聞2016年10月10日付記事より）
Mendeley Data Management Platform
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https://rdmi.uchicago.edu/papers/08212017144742_deWaard082117.pdf
https://www.elsevier.com/ja-jp/events/2018/20181030_libraryfair
Springer Natureの研究データ支援サービス
• DOIを生成し、付与する
• メタデータやキーワードの改善により、発見可能性を
高める
• データセットにわかりやすい説明文書を加える
• データセットを論文等の関連研究に紐付ける
• 研究助成に関する適切な情報を付加する
40
＊有料サービス 50GBのデータまでは、 €300/£265/US$340
https://www.springernature.com/gp/authors/research-data/research-data-support
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おわりに
日本の大学図書館員への期待
研究データ管理の基礎を学ぶ
リテラシー教育での啓発活動
機関リポジトリの活用（紀要論文の図表の元デー
タなどスモールデータから）
学内ポリシー作りの支援
学内関連部署との連携のハブ
実践事例の積み重ねと共有
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ojiro@nii.ac.jp
https://rcos.nii.ac.jp/
